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コロナ禍の爪あと ～楽しみにしていた行事ができない…～ 

2020年、私たちは突如として「コロナ禍」と呼ばれる、今まで経験したことがない、

いや想像すらしたことがなかったような制限だらけの生活を強いられるようになりまし

た。この感染症の流行は、感染症自体だけではなく、それを抑止するための行動制限、

社会・経済活動の自粛、人々の疑心暗鬼など、様々な問題が含まれていたと感じます。 

 各事業所ごとのイベント、入社式＆花見、秋のフェスタ、旅行、合同忘年会や新年

会。私たちサンシャインワークスには利用者の皆さんが楽しみにしているたくさんの行

事がありますが、この行事たちも例にもれずコロナ禍における行動制限に巻き込まれ、

すべて中止になってしまいました。「今年はフェスタはありますか？」「今度の旅行は

いつですか？」みなさんからたくさん質問されました。「コロナだけん、今年は無理だ

ろうね…」。答えはこれしか言えませんでした。まさか制限だらけの「コロナ禍」が 3

年以上も続くとは… 

 2023年春、少しずつ「コロナ禍」以前の世の中が戻ってきました。サンシャインワー

クスでも 4年ぶりに入社式が行われ、A型は旅行にも行きました。今年は可能な範囲で

楽しいイベントを開催していく予定です。利用者の皆さん、また一緒に楽しい思い出を

たくさん作っていきましょう。（艶島） 

砂糖のふくろづめ作業がスタート 

2022 年４月から A 型のサンシャインワークスで、グリー

ンコープ様の商品の「きびさとう」のふくろづめ作業が始ま

りました（2023 年 4 月からは、B 型のすてっぷはうすが作業

を行っています）。袋詰め作業の開始にあたって、作業場所

となる新館の改修工事も行いました。作業内容は、原料をふ

るいにかけ、はかりで計量し、それをシール機で封をして、

最後に検品、というものです。たくさん生産できるように、

利用者さん・支援員ともにがんばっています！（岡崎） 
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合志市バーチャルウォーキング 

 すてっぷはうすでは、施設外作業として、クリーンの森合志様・恵楓園様などの近隣企

業様へ出向き、日常的に使用するトイレ他の清掃を行っています。また、建物周辺の枯葉

掃き等も行って、環境整備しています。清掃では、コロナが国内発症し始めたころに、感

染者を隔離した部屋の清掃で使われていた物と同じ薬剤を用いて除菌しています。清掃方

法にあたっては、宮崎県内にある清掃会社よりコンサルティングを受けています。専門家

からの手法を学び、専用道具を用いることで、利用者さんの興味も高まり取り組んでいま

す。清掃の開始当初は、利用者の皆さんは手順書を見ながら行っていましたが、今ではし

っかり把握して取り組んでいらっしゃいます。（津野） 

（津野） 

 2022年９月～11月にかけて合志市が主催するバーチャルウォーキング大会に利用者

さんと支援員が参加しました。バーチャルウォーキングとは、専用の端末を装着して、

日々の暮らしの中でウォーキングやランニングなどの健康活動量を計測し、参加者同士

がバーチャルで気軽に楽しむことができるウォーキング大会です。 

 Ａ型からもエントリーして、利用者さんのおひとりが合志市特産品の賞品を獲得する

ことができました。これからも健康を意識して元気に過ごします。（中島） 

e スポーツにチャレンジ 

何かと話題のｅスポーツの大会に出場しました。日頃の活動では見られない姿が見られ

ました。種目によっての得意不得意にも個性があり、発見多き機会となりました。画面越

しではありますが、他の施設の方との交流もあり参加できてよかったです。（津野） 

施設外就労の多様化 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

2023年 3月に、法人としては 3回目となる第三者評価を多機能型事業・共同生活援助事業の

２部門で「熊本県社会福祉士会」様のご協力のもと行いました。第三者評価とは、法人が提供

相談支援事業所の活動報告  

本館・新館屋根工事について 

第三者評価の実施について 

 2022年４月の新館での砂糖作業のスタートと、2024年の本館での自動丁合機導入に合

わせて、雨漏りに悩まされていた本館と新館の屋根の補修工事を行いました。補修工事

内容は、「カバー工法」といって、現在の屋根の上にさらに屋根をかぶせるというもの

です。従来の屋根は横葺きなのに対し、新しい屋根は縦葺きのため、「W クロス」の屋

根になり、安心感がアップしました。 

これでようやく雨漏りにビクビクしていた日々にサヨナラし、安心して作業に取り組

むことができるようになりました！（塚本） 

2021 年 4 月に「相談支援事業所 ゆめかたち」を開設しました。2021 年の開設の時

点では、相談支援の対象を 18 歳以上の障害者の方のみに限定していましたが、2022 年

4 月から障害児の相談支援も開始しました。しかしながら、なにぶん障害児の支援はサ

ンシャインワークスとしても初めて。当初は「児童発達支援」と「放課後等デイサービ

ス」の違いもよく分からない状態でした。市役所に尋ねたり、他の相談支援事業所の相

談員に尋ねたり、ときには相談者である親御さんに尋ねたりしながら、何とかやってい

ます。（岡崎） 

 

 

 相談支援活動報告  

 

←屋根が老

朽化し、常

に雨漏りの

心配が… 

（新館） 

←「カバー工法」

により屋根の上に

さらに屋根をかぶ

せ、ピカピカの屋

根に生まれ変わり

ました！ 



 

 

  

しているサービスの適正さ、事業計画の明確性、その他多岐にわたる事柄について、まさに第

三者による調査を通して評価を受けるものです。調査は 2日間にわたるもので、終日会議室に

調査員の方々と缶詰状態でした。結果としては、改善を指摘された事項もありましたが、概ね

高評価を頂くことができたと思います。また、改善点がわかることで更に質の高いサービスの

提供に繋げる事ができるとも思いました。 

調査は本当に大変なものでしたが、数年に 1度でも自分達が行っているサービス全般を振り

返るにはとても良い機会だと感じました。これからも、適正な法人運営のため積極的に第三者

評価を受けていきたいと思います。（内田和） 

 

 

 

2022年 6月 25日（土）、サンシャインワークスで心理士面談を担当して

いただいている臨床心理士の疋田さん主催のもと、武蔵焙煎工房で『おやカ

フェ』を開催しました。今回は HANDMADE発酵さんを講師にお招きして、

【味噌づくり×発酵食のお話×子育てトーク】をテーマに、5名の参加者の

方が武蔵焙煎工房に集まりました。こういった活動で地域の方同士が繋が

り、武蔵焙煎工房と繋がり、サンシャインワークスと繋がっていく場所にな

っていると思うと、とてもうれしく感じます。これからも私たちとみなさん

のご縁を、ホッとひと息できるおいしいコーヒーで繋いでいけたらと思います。（宮﨑） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄付のお礼（2022年 4月～2023年 3月） 

アイティエス株式会社様・廣野 立一様・川口 節八様・斉藤 弘美様 

武蔵焙煎工房より 

2022 年度 おもいで写真館 

手作業での丁合作業 長年勤めて下さった方々の退職 

さよなら、ピノ 

コロナ禍の中、青空の下での入所式 



 

 

  

 

 

 

 

 


